
         

 国立大学法人東京農工大学博士特別研究生規程を次のとおり制定する。 
 

平成１８年３月２０日 
国立大学法人東京農工大学長 小 畑 秀 文 

 
１８ 教 規程第１５号 
 

国立大学法人東京農工大学博士特別研究生規程 
 

 （趣旨） 
第１条 国立大学法人東京農工大学学則（以下｢学則｣という。）第３２条の２第２項

の規定に基づく博士特別研究生の取扱いについては、この規程の定めるところに

よる。 
 （入学の時期） 
第２条 博士特別研究生として入学することのできる時期は、博士課程の修了の翌

月とする。 
 （入学資格） 
第３条 博士特別研究生として入学できる者は、本学の学府又は研究科の博士（後

期）課程を修了後、引き続き当該学府又は研究科において研究を志願する者とす

る。 
 （入学の出願） 
第４条 博士特別研究生として入学を志願する者は、あらかじめ研究課題を定め、

研究指導を希望する教員の承認を得て次の書類に所定の検定科を添えて所定の

期日までに当該学府又は研究科の長（以下「学府長等」という。）に出願しなけ

ればならない。 
 一 入学願書（本学所定の様式による） 
 二 履歴書（本学所定の様式による） 
 三 博士（後期）課程修了見込証明書 
 四 成績証明書 
  五 健康診断書（本学所定の様式による） 
２ 日本国に在住する外国人志願者は、前項各号の書類のほか外国人登録原票記載

事項証明書を添付しなければならない。 
 （入学者の選考） 
第５条 前条の入学志願者については、当該学府教授会又は研究科教授会（以下「教

授会」という。）がそれぞれ選考を行う。 
 （入学手続及び入学許可） 
第６条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに、
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次の書類を提出しなければならない。 
 一 誓約書（本学所定の様式による） 
 二 その他本学の指定する書類 
２ 学長は、前項の手続きを完了した者に入学を許可する。 
 （指導教員） 
第７条 博士特別研究生には、研究課題に応じて、指導教員を置く。 
２ 博士特別研究生は、指導教員の指導を受けて、研究に従事するものとする。 
 （研究期間） 
第８条 研究期間は、１年以内とし、期間の延長は認めない。ただし、当該学府長

等が、特別の事情があると認めたときは、当該教授会の議を経て、更に１年以内

に限り、その期間を延長することができる。 
 （授業料及び入学料） 
第９条 博士特別研究生については、授業料及び入学料は、徴収しない。 
 （退学） 
第１０条 研究期間中に退学しようとする者は、事由を記載して当該学府長等を経

て学長に申し出て、その許可を受けなければならない。 
２ 次の各号の一に該当する者は、当該教授会の議を経て、学長が退学を命ずるこ

とがある。 
 一 学内の秩序を乱し、その他学生の本分に反する行為があると認められる者 
 二 疾病その他の事由によって、成業の見込みがないと認められる者 
 （研究報告） 
第１１条 博士特別研究生は、その研究期間を終えたときは、研究の概要を記載し

た研究報告書を指導教員を経て、当該学府長等に提出しなければならない。 
 （研究証明書の交付） 
第１２条 学府長等は、研究期間を終えた者から申し出があったときは、研究課題

及び研究期間を記載した研究証明書を交付することができる。 
 （検定料の額） 
第１３条 博士特別研究生の検定料の額については、国立大学法人東京農工大学諸

料金に関する規程に定めるところによる。 
 （納付した検定料） 
第１４条 納付した検定料は、返付しない。 
 
   附 則 
 この規程は、平成１８年３月２７日から施行し、平成１８年３月１日から適用す

る。この場合において、「本学の学府」とあるのは、「本学の教育部」と、「当該学府」

とあるのは、「当該教育部」と、「学府長等」とあるのは、「教育部長等」と、「当該

学府教授会」とあるのは、「当該教育部教授会」と、「当該学府長等」とあるのは、
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「当該教育部長等」と、それぞれ同年３月３１日までの間に限り、読み替えるもの

とする。 
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